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めて簡単である。
法医学的に精液の検出にも利用され得る。 
12.実験的遷延感作，その後
岡林 篤，多国富雄，高木良章，
藤田昌宏，大川澄男，南 義一，
石井秀夫，田部正孝，一井 正
(第2病理〉
演者等は抗原刺激による生体の免疫過程すなわち
感作の病理として，年余におよぶ卵白その他の選延
性抗原刺激による系統的免疫反応ゆさぶりの実験を
ウサギにおいて遂行してきた。副鼻腔法を用い週2
回の頻度で抗原投与の方法をとった。乙の研究は当
教室の伝統にも泊うものである。そしてアレルギー
性ヒペJレエルギー性疾患，造壊血失調，免疫血液学
的疾患，結合織の変性疾患など諸疾患の発生するの
をみた。
最近われわれは超音波処理の卵白一流動ノTラフィ 
ン(流ノTラ8.5容+アラセ JレUi容を約 10%の割
に3-5gjdl.蛋白溶液に混じ 1-3分超音波処理を行
った調濁液)を用い，ウサギにおいてその固有背筋
内注射Kよる遷延感作を行い，上記と同様の種々の
疾患を発生せしめうることを見た。週ないし月~r. 1 
回， 5-20mlの注射で目的を達する。
本法は以前にくらべて操作が比較的楽である。
13.放射性同位元素腹腔内注入「よる マウス腹'-~ "a}， 
水型果糖肉腫細胞の核酸量の変化に就て 
平井義則，青木元行，林 豊，
玉真俊一(第 1病理)
諸種の制癌物質並びに RI.による制癌機序研究の
一端として， ζの実験を行った。累代移植で性状の
安定して居る，マウスの腹水型果糖肉腫を移植後7
日めに，それぞれ AU198のコロイド 2μ cjgを腹腔
内に注入し，更に 3日後に腹水を採取して，規定の
スライドに塗抹し，冷アルコールで固定後え.260
mμ の紫外線での吸光度 (RNA+DNA +α)測定
には無染色のままで用い， RNAの値は更に之れを 
RNA-aseで消化後の測定値を前の核酸全量値から
差引いて算出した。 DNAについては，別に Feul-
gen染色を施し，.1_546mμ の光で、測った， Feul-
gen-DNA値で同定した。実験群は 10匹，対照群は 
5匹のマウスを選び， 各例共 15-..20個の肉腫細胞
に就いて実測し，直良法によって核酸量の相対値を
求め，実験群，対象群の平均値をもって比較した。
測定装置は 01ympus製 MSP-A JV'型，顕微分光
々度計を使用した。
結果 
1) 肉腫細胞内ILAU198の粒子を確認し得るもの
では RNA含有量が著明氏減少し，且つ退行変性に
陥る所見を得た。 
S2). Feulgen染色による DNA含有量も AU19. 
を摂取している肉腫細胞にあっては，非摂取細胞の
約き量に減少して居る所見を得た。
Jl4.肺に於ける気道の異型増殖，初期癌，早期癌
に就て
村田謙輔，篠原規休，布施鴻之助，
杉下正孝，篠崎忠吉，井出源四郎
(第 1病理)
癌の発生，癌の治療に関して最近初期癌，早期癌
という言葉が頻りに用いられる。私共は肺K於ける
この方面の検討を試み，少数例ながら之等の言葉に
該当すると考えられる数例を得たので報告する。吾
々は本学肺癌研究所の手術摘出癌肺 65例について
早期癌の病理学的基準を次の 3項目，即ち 1)癌転
移のない乙と。 2)大き 3cm以下。 3)予後良好と
言う乙とで検討した結果次の 2例を得た。第 1例は
術後7年2月を経て尚生存中の 57才男性。左肺上
葉枝幹部lζ発来した直径 2cmの乳鴫状扇平土皮癌
であり，他の 1例は術後 1年 6月尚生存中の 73才 
:男性で右肺下葉区域気管支に乳鳴状記増殖した直径
1.5cm大の分化度の高い角化屑平上皮癌の例であ
る。
次に早期癌の条件を充し，且つ直径 1cm以下の
微小な気管支癌の 1例を得て，之に初期癌という表
現を当てはめた。 79才男性で左肺主気管支に発来し
た直径 0.8cmの扇平な隆起として剖検例から偶然
見出された低分化性扇平上皮癌の像を示す 1例であ
る。次に剖検例から偶然見出された 78才男性の左
肺尖部の栂指頭大病巣から得られた，未Tご侵襲性増 
殖を示さない肺胞叉は細気管枝上皮の強い異型増殖
を示す 1例を経験し，叉ここに癒痕の共存が認めら
れた。その他剖検例の気管支に強い異型増殖を伴う
扇平上皮化生2例，及び異型性を伴わざる扇平上皮
化生の 1例を認め，之等はいずれも多量の喫煙者で
あ・った。以上肺の気道上皮の種々の様相を観察し
て，癌発生，細胞癌化が刺激の量，質，時間等の外
的要因と細胞自体のもつ内的条件との相関の上に成
立つことを考えしめる。
